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ベリカット 7.0 ではパフォーマンスの大
幅な向上、機能強化が実現しました。
NC プログラムと機械加工に関する開
発、分析、検査、書類作成などの各プ
ロセスで、エンジニアが費やす時間を
削減します。
新しい機能やオプションを増やすこと
に重点を置くのではなく、内部コード
を最適化し処理方法を一新することで
更なるパフォーマンスの強化を図りま
した。またユーザーから寄せられる多
くの機能追加要求にお応えしました。

GUI の更新
プロジェクトの設定がかつてないほど
簡単になりました。
これまでポップアップウィンドウで設
定する必要があった使用頻度の高い項
目が、プロジェクトツリーに集約され
ました。
プロジェクトツリーのブランチを選択
すると表示されるシンプルな設定パネ
ルで、すべての設定が簡単に行えます。
入力内容は直ちに適用され、その都度
[OK]、[ 更新 ]、[ 取り消し ] ボタンをクリッ
クして処理を確定させるという面倒な
手順も不要です。

コンポーネントツリーはプロジェクト
ツリーに組み込まれ、必要に応じて表
示 / 非表示の切り替えができます。さ
らに、[ プロジェクト ] メニューの一部
がプロジェクトツリーに移り、メニュー
はきわめてシンプルになりました。も
う必要なウィンドウをメニューの中で
探し回る必要はありません。必要な項
目はすべて 1 箇所に集約され、そして
簡単に設定できます。

内部処理の高速化、効率化
ベリカット 7.0 ではこれまでで最も速
く、最も効率的なシミュレーションを
追求し、延べ数千時間の開発工数をか
けて内部コードの最適化を実施しまし
た。NC データからの動作パスを計算し

ア ニ メ ー
シ ョ ン 化
す る 仕 組
みが更にパ
ワ ー ア ッ プ
しました。あ
ら ゆ る 動 作 は
どのビュータイ
プで見ても連携し
て お り、 工
具のイメー
ジ も 一 致 し
ています。干
渉検出距離と動
作 の 表 示 は、 そ
れぞれ独立したも
のとなります。スト
ロークリミットで停
止するように設定し
た場合、動作のシミュ
レ ー シ ョ ン は 軸 を 固
定 し た 状 態 で 継 続 さ
れ、リミットエラー中
の 切 削 は す べ て 赤 色
表示されます。5 軸の
NC ブロックは１動作
となり、効率化によっ
て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
時 間 全 体 が 短 縮 さ れ
ます。

1 つの NC ブロックの途中でベリカッ
トを一時停
止できるよ
うになりま
し た。[ 一
時 停 止 ] ボ
タンを押す
と、 ベ リ
カットは直
ち に 停 止 し

ます。NC ブロックの途中で停止すると、
busy ライトが黄色になり、NC ブロッ
クの最後で停止すると、ライトは緑色
になります。
動作が途中で停止しているときに [ 一行
切削 ] ボタンを押せば、現在の NC ブロッ

クを完了させることができ、サイ
クル動作の停止中に押せば、サイ
クルの複数動作を終了します。
また、[ 一行切削 ] ボタンをマウ
スで右クリックすることで、NC
プログラムで使っているサブプ
ログラムについて、「ステップイ

ン」、「ステップオーバー」、「最後へ移動」
などの新しい機能が使えるようになり
ました。

これまでポップアップウィンドウにあった
項目は、すべてプロジェクトツリーに集約
されました。プロジェクトの設定に必要な
ものはすべて分かりやすく一箇所にまとめ
られ、これまで以上に早く、簡単に設定で
きるようになりました。



必要なウィンドウをメニューの中で探し回る必要はありません。必要な項目はすべて 1 箇所に集約され、簡単に設定できます。

とができます。CATIA で定義済のホル
ダー名を使って、ベリカットのホルダー
を命名します。
その他に新機能として、ワークオフセッ
トのサブシステムの指定、材料、治具、
設計モデルのモデル許容値の設定が追
加されました。CATIA インターフェイ
スは使用したパラメーターの最後の状
態を保存することができます。複数セッ
トアップで使う場合、設計モデルは最
初のセットアップだけに出力され、そ
れ以降は切削材料と一緒に移動します。

その他の機能追加
■ Windows Vista に対応
■ 作業フォルダーを現在のプロジェ

クトフォルダーに自動設定可能
■ プロジェクトファイルとマシン

ファイルにマシンの縮小画像を書
き込んで表示可能

■ 表示しているローカル座標系をレ
ポートイメージに表示

■	新しいセットアップを追加する
と、現在のセットアップをコピー
し名前の数字を増やし名称変更

■ 「最小の突き出し長を自動計算」
の新オプション：カッターを短く
しない

■ X キャリパーの極座標角度の測定
■ ビューの回転などの変更でも、X

キャリパーの測定マーカーは追随
■ マシンのイメージを保存し、ファ

イル選択ウィンドウと選択リスト
上で縮小画像を表示

■ アイコンメニューの表示における
個別アイコンの追加削除ができ、
アイコンの表示順序も自分用に設
定可能

固定サイクルについても機能が増えま
す。「全動作表示」と「底部のみ表示」
のオプションは同じサイクルタイムを
加算し、アニメーション表示だけが異
なります。「表示しない」では材料を除
去しサイクルタイムを加算しますが、
アニメーションがありません。「無視」
では固定サイクルをスキップしサイク
ルタイムも加算しません。ドリルサイ
クル、旋盤サイクル、ポケットサイク
ルは直ちに停止し、[ 一行切削 ] や [ 連
続切削 ] ボタンで最後まで進みます。旋
盤サイクルの場合には、サイクルを終
了させるか、ジャンプで最後まで移動
するかの選択画面が現れます。

干渉チェック
干渉チェックのすべての設定は、プロ
ジェクトツリーの干渉ブランチで行い
ます。設定を 1 箇所にまとめたことで、
重複設定の心配もなくなりました。旧
バージョン（V5、V6）の設定は、上位
互換で V7.0 に読み込めます。
現状の機能をすべて維持した上で、切
削材料との干渉検出距離の設定も可能
になりました。すべてのニアミスと実
際の干渉エラーとを区別してロガー表
示します。部品が赤色に変わるのは、
干渉動作の最終時点ではなく、干渉が
起こる最初の表示の時点になります。

CAMとの連携の強化
ベリカットと同じ PC に NX が載ってい
る場合、ベリカットで NX の Part ファ
イルを直接読み込めます。NX の部品は、
ベリカットから直接、もしくは NX イン
ターフェイス経由で参照できます。
また、CATIA v5 インターフェイスが機
能強化され、工具を管理する機能が新
たに多数追加されました。テンプレー
トの工具に、「パート オペレーション」
からの新しい工具を統合でき、すべて
の重複しない工具を 1 つの工具ライブ
ラリーにまとめる設定も選択可能です。
CATIA で参照する STL モデルを使うこ

V7.0 では工具の
シャンクは別の色で
標示され、駆動点は
ミル用工具軸からの

オフセットを設定
できます

CGTech ではユーザーからのフィードバックをいつも歓迎しています。ベリカット
のユーザーフォーラム、技術サポート、世界中で開催される VUE（ベリカットユー
ザー会）など、いずれのチャンネルからのフィードバックであっても大歓迎です。
ベリカット 7.0 には、合計 150 以上のユーザーからのフィードバックによる機能強
化が含まれています。
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